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第６学年総合的な学習の時間学習指導案                   平成 28年１１月２日 

授業者  稲田 保尚 

１ 単元名 日向の観光大使②「はまぐりプロジェクト」 

２ 目標 

 ○ 日向市のはまぐりを知ることで、日向の伝統的な文化についての興味・関心を深めることができる。 

                                      （関心・意欲・態度） 

〇 はまぐり碁石についての理解を深めながら、自分達にできるＰＲ活動を考え、実践することができる。 

                                     （自己の生き方） 

〇 日向市の資源であるはまぐり碁石の伝統を守り続けながら働く人々の仕事への情熱や意義を体験を 

  通して感じ取り、自分たちの手ではまぐり碁石の卒業記念品を作り上げる。    （キャリア教育）                       

 

３ 講師 はまぐり碁石の里 ミツイシ代表取締専務 黒木さん  碁石製造部工場長 那須さん 

              手擦り職人      安藤さん 

 

４ 教育活動間の関連   （活動の流れ      活動間の関連） 

    《教科》                            《キャリア教育》 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢や希望を抱き、常に学び続ける児童の育成 

～かっこいい日向の大人に学ぶ活動を通して～ 

 

【総合的な学習】 

日向の観光大使① 

「日向の観光・産業・文化・偉

人・自然」調べ 

【家庭】 

 家族とホットタイム  

 

 

【授業】 

〇図画工作・家庭科 

【学校行事】 

〇修学旅行・卒業式 

【特別活動】 

〇係活動・委員会活動 

【１０年研修】 

○社会体験研修 

【総合的な学習】 

 日向の観光大使② 

「はまぐりプロジェクト」 

【道徳】 

 肉の灰干し（郷土愛学習） 

 

 

 

十 

年 

研 

修 

と

の 

関

わ

り 

教職経験１０年経過研修を授業に生かすプロジェクトのゴールイメージ 

４月 

全体研修 

授業研究の設定 

社会体験研修の概要 

５月 

授業研究について 

社会体験研修場所の

決定 

８月８，９，１０日 

はまぐり碁石の里での

社会体験研修 

・碁石作り・販売等 

はまぐりプロジェクト 

「初級編」 

・ はまぐり碁石につ 

いて知る。 

・ はまぐり碁石に触

れる 

はまぐりプロジェクト 

「中級編」 

・ はまぐりが碁石にな

るまでを理解する。 

・ 職人の仕事に対する

情熱などを聞き、自分

の生活と比較する。 

・ はまぐりのＰＲ活動

について考える。 

自分が直接

体験した事

を児童に伝

える。 

はまぐりプロジェ

クト「実践編」 

・ 保護者への卒  

 業記念品作成。 

・ はまぐりを使

った卒業制作品

の作成（案） 

・ 中学校へのつ

なぎ（職業観） 
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５ 指導計画（全１２時間） 

主な学習内容及び学習活動 時間 

評価計画 

○図画工作との関連□家庭科との関連

☆キャリア教育との関連 

外部人材の活用 

１ はまぐりプロジェクト 

 「初級編」 

 ・ 日向のはまぐりについて知っ

ていることを発表する。 

 ・ はまぐり碁石の里の黒木専務

からはまぐりについての現状を

聞く。 

 ・ 手擦り職人の安藤さんの実演

を見た後、手ずり体験をする。 

 ・ 体験してみての感想を述べる。 

 

 

 

 

１時間 

（本時） 

 

 

☆ 日向市のはまぐりを知ることで、

日向の伝統的な文化についての興

味・関心を深めることができる。    

（関心・意欲・態度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 実際に体験を通して、仕事の難し

さや楽しさを感じとる。 

        （関心・意欲・態度） 

ミツイシ株式 

会社取締役専務 

黒木さん 

 

 

手擦り職人 

安藤さん 

 

 

２ 課題を見つける 

 ・ はまぐりがどのように活用さ

れているのかなど知りたいこと

を話し合う。 

１時間 

☆ 日向の伝統技術が生かされている

のかに関心をもつことができる。 

（関心・意欲・態度） 

 

３ はまぐりプロジェクト 

「中級編①」 

・ はまぐりが碁石になるまでに

ついて学ぶ。 

・ 工場長の仕事に対する気持ち

や仕事を始めたきっかけ、やり

がい等を聞く。 

・ 担任が社会体験を通して学ん

だことを聞く。 

・ はまぐり碁石の加工品につい

て、自分たちでアイデアを考え

てみる。 

・ アイデアの発表。 

・ 工場長の話を聞いての感想。 

 

 

 

 

 

 

１時間 

☆ 日向市のはまぐりを知ることで、

日向の伝統的な文化についての興

味・関心を深めることができる。   

（関心・意欲・態度） 

 

 

 

 

 

□ はまぐりの加工品に関するアイデ

アを考え、卒業記念品につながるよ

うにする。（関心・意欲・態度） 

はまぐり碁石の 

里 碁石製造部 

工場長那須さん 

４ はまぐりプロジェクト 

「中級編②プレゼントプラン」 

・ 加工品のアイデア収集。 

「ＰＲ大作戦」 

・ はまぐり碁石のＰＲ（パンフ

レット）資料を考え、修学旅行

先で、日向市のはまぐり碁石を

ＰＲする。 

 

 

 

 

 

３時間 

〇 はまぐり碁石についての理解を深

めながら、自分達にできるＰＲ活動

を考え、実践することができる。     

（自己の生き方） 
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６ 本時の目標 

〇 日向のはまぐりを知ることで、日向市の伝統的な文化についての興味・関心を深めることができる。  

（関心・意欲・態度） 

○ 手擦りの体験を通して、職人の素晴らしさや仕事の難しさを実感することができる。（キャリア教育） 

５ はまぐりプロジェクト 

 「実践編」 

 ・ 卒業記念品の作成 

・ 卒業制作品の作成（案） 

 

 

 

 

 

６時間 

 

☆ 日向市の資源であるはまぐり碁石

の伝統を守り続けながら働く人々の

仕事への情熱や意義を体験を通して

感じ取り、自分たちの手ではまぐり

碁石の加工品を作り上げる。     

○ 創造的に表現することや鑑賞す

ることで、出す喜びを感じ作品を作

ることができる。（創造的な技能） 

□ 家族への感謝をもち、家族のため

にできることを考える。（創る力） 

 

 

ミツイシ株式会 

社取締役専務 

黒木さん 

 

段階 

(時間) 
学習内容及び学習活動 

指導上の留意点 

☆ キャリア教育 
評価【評価方法】 

☆ キャリア教育 

資料 

準備 
指導者 外部人材 

導 

入 

(３分) 

１ 学習の見通しをもつ。 

日向の観光大使で学んだ中

から、はまぐりに焦点をあ

てていくことを知る。 

２ 本時のめあての確認。 

  

 

 

○ 前時学習を

想起させ、本

時からはまぐ

りに焦点をあ

てていくこと

を確認する。 

  学 習

計 画

表 

展 

開 

(35 分) 

３ 自分たちが知っている

「はまぐり」について発表

させる。 

４ 黒木専務からの話 

 日向のはまぐりの現状に

ついてプレゼンを用いた

説明を聞く。 

５ 手ずり職人安藤さんの

話を聞き、体験活動を行

う。 

 ・ 安藤さんの話を聞き、

実演を見る。 

 ・ 実際にはまぐりに触

れ、手ずりを体験する。 

  （体験場所は３か所） 

 ・ 作業の難しさ、困った

点を発表する。 

 ・ 現在はほとんどの作業

を機械で行っているこ

とも確認する。 

○ 児童の発表

や黒木さんの

説明を板書し

整理する。 

 

○ 簡単な自己

紹介。 

（黒木さん） 

○ プレゼンを

もとに児童に

日向のはまぐ

りの現状につ

いて話をして

いただく。 

○ 簡単な自己

紹介。 

（安藤さん） 

○ 手擦りの説

明と実演をし

ていただく。

その後、児童

にも体験をさ

せてもらう。 

○ 児童の感想

について感想

をいただく。 

・ はまぐりに興味

をもって話を聞く

ことができる。 

（関心・意欲・態度） 

【観察・発言】 

 

 

 

・ てずりの体験を 

通して、職人の素

晴らしさや仕事の

難しさを実感する

ことができる。 

 （キャリア教育） 

【観察・発言】 

は ま

ぐり 

 

バ ケ

ツ 

 

ザル 

 

プ レ

ゼ ン

資料 

 

カ メ

ラ 

日向のはまぐりについて 

知ろう。 
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８ 板書計画 

 

９ ワークシート 

≪はまぐりプロジェクト初級編≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

(7 分) 

６ 本時のまとめ 

 

 

 

 

 ・ 本時学習の感想 

７ 次回は、はまぐりが碁石

になるまでの具体的な工

程（中級編）を学習するこ

とを聞く。 

○ 本時学習を

まとめ、学習

の感想を発表

させる。 

 

○ 工場長が来

校し、詳しく

説明すること

を伝える。 

○ 本時のまと

めについて、

補足があれば

補足説明して

いただく。 

  

日向のはまぐりには古くか

らの歴史があり、伝統技術

を守り続けるかっこいい大

人がいる。 
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≪はまぐりプロジェクト中級編≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪はまぐりプロジェクトＰＲ大作戦≫ 

 
 

 

  

 

 はまぐりプロジェクト初級編、中級編では「はまぐりの歴史」、「伝統技術の体験」や「はまぐりが碁石に

なるまで」などを学び、はまぐりに対する知識を深めていった。この初級、中級編が今後の「はまぐりプロ

ジェクトＰＲ大作戦」のパンフレット作りに大きくつながった。話を聞くだけでなく、自分たちの手ではま

ぐり碁石を手ずりしたりよい碁石を選別したりする体験活動を行ったことは大変有意義であった。 

 各自で作成したパンフレットを持って修学旅行に出かけた。（６年生児童全員分）まずは、見学で訪れた

公共施設にパンフレットを置いていただけるか交渉し、交渉が成立した場合は日向市のＰＲをして手渡し

た。その後は、班別自主研修で出会った方々や昼食会場等で出会った方に各々がＰＲしながら渡した。 
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○ 研究協議会 

１ 課題と改善策 

① 時間配分 

 ・体験の時間を長くしてあげたかった 

     

 

 ・黒木さんの話の長さ、内容はどうだったか 

 ・2 時間扱いにしても良かった？ 

 

 

② 格好いい大人 

 ・感じられる部分はどこだったか 

  

   

 

③ 体験 

 ・職人のすごさを感じさせるために、児童にただ感想を聞くのではなくて、難しかったところなどを聞いてみ

るとよかったかも 

    

 

④ 指導計画 

 ・もう少しゆとりがあっても？ 

   

   

⑤ 児童の関わり 

 ・児童の感想をたくさん引き出せば良かった 

 

 

⑥ 外部人材の活用 

 ・格好いいと児童が感じられる仕掛けがあっても良かったかも 

 ・職人の安藤さんに、「継承に困っている」的な話をされてもよかったかも 

 

 

 

 

２ 授業者の気付きや学び 

 

られ 

 

 日向市の歴史ある資源をもとに日向市に住む児童が探究的に学習していくこと、私が本年度教職経験１０年

研修を受けているので、社会体験研修を児童に還元することを目標に本学習に取り組んだ。初めは、外部人材

の活用や授業の流し方等で悩むことが多かったが校長先生、教頭先生、研究主任、学年の先生方と話を進めて

いくことで一本の道が見えてきた。打ち合わせる時間ができるだけ短時間で済むように、事前に資料を提示し

当日はお互いがどんな協議をすべきか分かっている状況で打ち合わせを行った。 

早めの準備はスムーズに話が進み、時には新たなイメージが湧くなど時間の効率化と信頼関係が同時に図ら

れることに気付いた。これは今後の外部人材との交渉の際にも使いたいと考えた。 

学習における学びは、やはり本物が本気で児童に語りかけたり、実際に技を見せたりすることで児童の学習

意欲の向上、持続化が図られると感じた。また、自分が体験した仕事内容を児童に伝えることでより強い興味

関心をもたせることができ、職人の素晴らしい技が際立つよい機会となった。 

素晴らしい技術に出会ったこと、世界に一つしかない碁石という資源に出会ったこと、日向市と資源をＰＲ

活動で情報発信したことではまぐり碁石に対する思いが強まり、最終章であるプレゼント作りにつながってい

く探究的な学習のまとめにつながると感じた。 

本時は交流のみを行う。 

黒木さんの話の内容は事前に学習しておいても良かった。話の内容を精選する 

格好いい大人ってどんな大人？と問いかけて見るのもよい。 

「格好いい大人」まとめをもっていくなら、めあても吟味しなくては。 

比べる活動があったらよい。 

2時間扱いにする。（1時間目黒木さん・2時間目安藤さん） 

人材からの問いかけと、児童の答えのやりとりの活動を入れる 

話の焦点化が必要。 

教師が考えるまとめにつながる話をしてもらうように、ある程度は話の内容を注

文してもよいのではないか。 

中級編と組み合わせる。 


